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１．はじめに 

非住宅建築物の省エネ性能向上に向け、2020年ま

でに新築建物については段階的な省エネ基準への適

合が義務付けられる等、さらなる省エネ対策が求め

られている。非住宅建築物の照明エネルギーにおい

ては、高効率なLED照明が普及した現在でも、ZEB（Net 

Zero Energy Building）等の実現に向け、自然エネ

ルギーとしての昼光利用による照明エネルギー削減

効果が期待されている。しかし、昼光利用による照

明エネルギー削減は、気象、開口・室内性状や照明

設備の仕様・設定を考慮した年間のシミュレーショ

ンが本来必要であり、省エネ基準への反映も含める

と設計者にそれらを要求することは難しい。そこで、

系統的な年間昼光シミュレーションを予め行い、開

口率、自動制御ブラインドの有無という指標から、

オフィスの年間の照明省エネ効果を、簡易かつ精度

よく評価する方法を開発し省エネ基準に反映した。 

２．オフィスの昼光利用の概要と検討結果  

 昼光利用は、窓から取り入れられる昼光に応じ、

机の上の明るさを天井面に設置される明るさセンサ

で検知し、照明の調光制御を行うことで、執務室全

体に必要な明るさを確保しながら照明エネルギーを

削減する手法である。ブラインド制御は、ブライン

ドのスラット角度を自動で制御するシステムで、固

定に比べるとより高い照明エネルギー削減効果が得

られる（図-１）。ここでは、省エネ基準への反映を

想定した基準値となる設定（屋外の隣棟なし、開口

率10[%]、設定照度750[lx]、照明設備の下限調光

25[%]、ブラインド固定45[°]で北面のみブライン

ドなし）で、窓の方位・面数・面積、室形状を系統

的に組み合わせ、高精度な昼光シミュレーションソ

フトウェアRadianceを用い検討した。その結果、ブ

ラインドが設置される標準的なオフィスでは、年間

での昼光利用による照明エネルギー削減効果は、開

口率10[%]で約10[%]の削減効果が得られ、ブライン

ド制御を行った場合の削減効果はブラインド固定よ

り高く、開口率に対する照明エネルギー削減率の回

帰直線の傾きは制御した方が２倍となり、簡易かつ

精度よく把握できることが示された（図-２）。 

３．省エネルギー基準への反映 

開口率及び自動制御ブラインドの有無による昼光

利用による照明エネルギー削減効果は、2017年10月

より非住宅の省エネルギー基準における標準入力法

のWebプログラムへ反映されている。 

☞詳細情報はこちら 
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図-１ 昼光利用による照明エネルギー削減手法 

 

図-２ 開口率（開口面積/室の床面積）と年間の

照明エネルギー削減率の関係 
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